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1 3
第２章
目標

「２ 指針の性格」の（３）の文中、地方公共団体
の責務とあるが、部落差別解消推進法の「地方公共
団体の責務」は謳わないのか。

部落差別解消推進法については、第４章 ４ 同和問題
（部落差別）の中に記載しています。

1 D

2 5
第３章
推進方
向

「第3章 人権施策の推進」（P.5）の「また、女
性、子供、高齢者・・・重点的に取り組むべき分野
別人権課題として施策を展開します」の一文が長す
ぎて理解しにくいため、書き方を工夫したらどう
か。

また、重点的に取り組むべき分野別人権課題として、女
性、子供、高齢者、障害のある人、同和問題、外国人、
ＨＩＶ感染者＊等、犯罪被害者やその家族、アイヌの
人々、インターネットによる人権侵害、北朝鮮当局によ
る拉致問題、災害時における人権への配慮に加えて、性
的指向*・性自認についての施策を展開します。

1 A

3 5
第３章
推進方
向

５ページ４段落目 また、〜 同和問題の後に同和
問題（部落差別）を追記してほしい。

御意見を踏まえ、「同和問題（部落差別）」と修正しま
す。

1 A

4 5
第３章
推進方
向

表現規制等は盛り込んではならない。 表現規制等は盛り込んでおりません。 1 B

5 8
人権教
育

６行目「配偶者等へのＤＶ、感染症に関する偏見や
差別などの問題」→「配偶者等へのＤＶ、感染症に
対する偏見や差別などの問題」にしてはどうか。

ここでいう「偏見や差別」は「感染症」に係っていま
す。感染症は偏見や差別の客体ではないため「関する」
としています。

1 D

6 11
人権啓
発

②企業等への啓発 「公正な採用や昇任」につい
て、障がい者、ＬＧＢＴＱの雇用を追記してはどう
か。

第3章は人権全般に共通する施策の推進方向を記載した
ものであり、各施策には関連記載があります。

1 D

7 14
相談、
支援

②相談機関の充実
県民が人権に関する様々な問題について気軽に相談
できるように、法務局と連携し、埼玉県内に相談機
関の設置をお願いしたい。また、専門相談員の派遣
もお願いしたい。

相談体制については、今後とも法務局と連携して対応し
てまいります。

3 C

8 14
相談、
支援

７行目「相談事業の充実、」→相談対応者の能力向
上、を追記してはどうか。

相談事業の充実に相談対応者の能力向上も含んでいると
考えており、施策の展開方向に具体的に記述しました。

1 C

9 16

NPO等
との地
域づく
り

７行目「ＬＧＢＴＱ」→性的少数者の記述を追記し
てはどうか。

ＬＧＢＴＱに*を付け、用語解説で説明しています。 1 B

10 18 女性

2行目「・・・セクシャル・ハラスメント、売春な
ど、暴力の根絶は・・・」は「・・・売春などの暴
力の根絶は・・・」と「の」を挿入した方が文章が
つながる。また、これらを克服というより根絶、撲
滅等の表現の方がふさわしいのではないか。

御意見を踏まえ、「売春などの暴力の根絶を図ること
は、」と修正します。

1 A

埼玉県人権施策推進指針（案）に対する御意見と県の考え方

「反映状況の区分」
Ａ：意見を反映し、案を修正した　　Ｂ：すでに案で対応が済んでいる
Ｃ：案の修正はしないが、実施段階で参考にしていく　Ｄ：意見を反映できなかった　Ｅ：その他
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11 18 女性
6行目「災害時や感染症拡大時を契機とした」→
「時」は削除してはどうか。

御意見を踏まえ、「災害や感染症拡大を契機とした」と
修正します。

1 A

12 18 女性
9行目「男女間の格差是正」→「性別による」にし
てはどうか。

暴力の背景が固定的性別役割分担意識や経済力の格差な
ど男女の置かれた状況と整理しているため、「男女間の
格差是正」という表記としています。

1 D

13 18 女性
12行目「女性に対する暴力を助長させたりする」
→「させたり」は削除してはどうか。

御意見を踏まえ、「女性に対する暴力を助長するよう
な」と修正します。

1 A

14 18 女性
P18 4行目及びP19 12行目
「（暴力の）形態に応じた」→「（暴力の）状況に
対応した」にしてはどうか。

内閣府がＤＶを説明する際に、「様々な形態の暴力があ
る」と表現しているため、合わせて記載しました。
なお、内閣府ＨＰに「暴力の形態」という表現がありま
す。

1 D

15 18 女性
「無意識の思い込み（アンコンシャスバイアス）を
加えたらどうか。

御意見を踏まえ、P18 11行目を「メディアにおいて固
定的性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコン
シャス・バイアス）、女性に対する暴力を助長…」と修
正します。

1 A

16 18 女性

暴力を助長させる表現について、「留意」を求める
には根拠が希薄。留意を求める主体は何か、この要
求に妥当性があるのか。

近年、自治体の広報で問題となっている表現は、女性を
性的対象物として描いていたり、これまでの固定的な性
別役割分担意識にとらわれた表現への批判だと考えられ
ます。
自治体の広報では、見る人が不快にならないような表現
が求められると考えます。

1 E

17 19 女性
②「あらゆる暴力から女性を守るための相談、支援
体制の充実」にデートＤＶに関する内容を追記して
はどうか。

デートＤＶは「あらゆる暴力」として列挙している「Ｄ
Ｖ」に含まれています。引き続き、重要な課題となって
いるデートDVについて、取組を推進してまいります。

1 C

18 19 女性
②「社会福祉施設など、地域社会においても」→
「地域社会を含むあらゆる場面」を追記してはどう
か。

地域社会の中に、地域におけるあらゆる場面も含まれる
ため、「地域社会」という表記をしております。

1 D

19 19 女性

2行目「メディアにおける男女の人権、とりわけ女
性の人権の尊重に向けた自主的な取組を働きかけて
いきます。」という一文について、なぜ女性の人権
を特に扱うのか。

配偶者等からの暴力や、性犯罪・性暴力、セクシャル・
ハラスメントなど、女性に対する重大な人権侵害が課題
となっているためです。

1 E

20 20 子供

【施策の展開方向】1行目
「しつけの対象とみるだけでなく」は不要ではない
か。かえって「しつけの対象」という見方を強く肯
定しているようで、違和感がある。

御意見を踏まえ、「しつけの対象とみるだけでなく」の
文言を削除します。

1 A
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21 20 子供
子供の「供」の文字についての、県の見解をふま
え、脚注などにひらがな記載しない理由などを明記
してほしい。

公文書に用いる漢字は、公文例規定に基づき、常用漢字
表の本表及び付表によるものとし、「子供」と表記しま
す。

2 D

22 20 子供
【施策の展開方向】1行目
「しつけの対象とみるだけでなく」→「みるのでは
なく」にしてはどうか。

整理番号２０のとおり対応します。 1 C 

23 20 子供
①「自分や他人の人権を」→「他者の人権」にして
はどうか。

御意見を踏まえ、「自分や他者の人権を」と修正しま
す。

1 A

24 21 子供
④「性に関する指導の充実を図り」→「性に関する
正しい知識と理解を深める指導の充実を図るととも
に」、を追記してはどうか。

「性に関する指導」は、児童生徒が性に関して正しく理
解し、適切に行動できるようにすることを目的に実施し
ています。指導の内容には御提案いただいた「正しい知
識と理解を深める」ことも含まれることから、充実へ向
けた取組を実施する際に参考とさせていただきます。

1 C

25 22 高齢者
5行目「高齢者を年齢などにより一律に弱者と見る
ような誤った」→「見るといった」にしてはどう
か。

御意見を踏まえ、「高齢者を年齢などにより一律に捉え
るといった誤った理解が」と修正しました。

1 A

26 22 高齢者
【施策の展開方向】3行目
「介護サービスの選択・利用や自主活動の展開」→
「展開」という表現が不自然ではないか。

御意見を踏まえ、「介護サービスの選択・利用や自主活
動への参加」と修正します。

1 A

27 22 高齢者
【施策の展開方向】6行目
「権利の擁護についての方策を推進します」→「方
策」という表現が不自然ではないか。

御意見を踏まえ、「特に、判断能力が不十分な認知症高
齢者の権利の擁護についての施策を推進します」と修正
します。

1 A

28 22 高齢者
②「地域包括支援センターなどを活用し」→「の機
能を高め」にしてはどうか。

「機能を高め」という文言の場合、現在相談を実施して
いないが機能を強化し相談に応じられるようにするとい
う印象になるため、現行のままとさせていただきます。

1 D

29 23 高齢者
⑤「社会参加することができるように、普及啓発」
→何の普及啓発か？

「福祉のまちづくりに関する普及啓発」と本文に追加し
ます。
第４章「４ 障害のある人」にも同様の記述があります
ので、併せて修正します。

1 A

30 23 高齢者
「健康で意欲と能力がある限り年齢にかかわりな
く」→「健康で意欲のある高齢者が能力に応じて」
にしてはどうか。

御意見を踏まえ、「意欲ある高齢者が年齢に関わりな
く」と修正します。

1 A

3



整理
番号

ペー
ジ

分野 御意見の趣旨 県の考え方 件数
反映
状況

31 24
障害の
ある人

障害の「害」の文字についての、県の見解をふま
え、脚注などにひらがな記載しない理由などを明記
してほしい。

公文書に用いる漢字は、公文例規定に基づき、常用漢字
表の本表及び付表によるものとし、「障害」と表記しま
す。

2 D

32 24
障害の
ある人

「障害」の文言について、「障がい」と表記したほ
うが人権に配慮した文になるのではないでしょう
か。

公文書に用いる漢字は、公文例規定に基づき、常用漢字
表の本表及び付表によるものとし、「障害」と表記しま
す。

4 D

33 24
障害の
ある人

1行目「障害のある人に対する偏見や差別意識等の
こころの障壁〜制度面での障壁など」の一文は入れ
替えた方が読みやすい→「障害のある人が地域社会
に住み、社会生活のすべてに平等に参加するために
は、」の後に続けてはどうか。

御意見を踏まえ、「障害のある人が地域社会に住み、社
会生活のすべてに平等に参加するためには、障害のある
人に対する偏見や差別意識等のこころの障壁、建築物や
歩道の段差などの物理的な障壁、文化・情報面での障
壁、資格・免許等を制限する制度面での障壁など、取り
除かなければならない多くの障壁があります。」と修正
します。

1 A

34 25
障害の
ある人

「エレベータ」→「エレベーター」に修正。 御意見を踏まえ、「エレベーター」と修正します。 1 A

35 25
障害の
ある人

ホームドアの設置の促進の記述を加えてはどうか。

御意見を踏まえ、修正します。
（P25 ⑦）
鉄道やバスを利用しやすくするため、鉄道駅へのホーム
ドア、エレベーターの設置やノンステップバスの導入等
を促進します。
（P23 ⑤）
鉄道やバスを利用しやすくするため、鉄道駅へのホーム
ドア、エレベーターの設置やノンステップバスの導入等
を促進します。
※P25と言い回しをあわせるもの（高齢者にかかるも
の）

1 A

36 26
同和問
題

部落差別解消推進法の意義と位置づけを明確にして
ほしい。

【現状と課題】の中で、法の目的について記載しており
ます。

42 B

37 26
同和問
題

インターネット上の差別情報削除に向けた市町村の
モニタリング事業について記載してほしい。

指針については、県の施策を記載するものであるため、
市町村のモニタリング事業の記載はしておりません。

24 D

38 26
同和問
題

部落差別に関連して、戸籍・住民票の不正取得防止
のため、事前登録型本人通知制度の意義を記載して
ほしい。

指針については、県の施策を記載するものであるため、
記載しておりません。

33 D

39 27
同和問
題

①同和教育について、学校だけでなく「社会教育」
という項目を設けて推進について記載してほしい。

人権教育については「学校等における人権教育」「家
庭、地域社会における人権教育」として推進していま
す。家庭や地域社会においても、同和問題をはじめとす
る様々な人権問題に関する学習機会の提供等により、人
権教育の充実を図ってまいります。

38 C
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40 26
同和問
題

③インターネット上の人権侵害情報の拡散防止につ
いて、東京地方裁判所は2021年9月27日、被差別部
落の地名リストを掲載することは違法と認定し、
ネット削除の判決を出しました。「被差別部落の地
名リスト掲載は違法」の司法判断について記載して
ほしい。

上級審にて裁判が継続中であるため、当該司法判断の記
載はしておりません。

29 D

41 26
同和問
題

埼玉県が実施した「人権に関する県民意識調査」の
中の結婚に関する調査結果について記載してほし
い。

御意見を踏まえ、P26に以下の文章を追加します。
「２０２０（令和２）年度に埼玉県が実施した「人権に
関する県民意識調査」では、「お子さんの結婚相手が同
和地区出身者であると分かった場合あなたはどうすると
思いますか」という問いに対して、「子どもの意思を尊
重する」が60.3%と最も高くなっています。一方、「や
やこだわりがある」又は「反対だが、子どもの意思を尊
重する」などの忌避意識を感じさせる回答が25.1%と
なっています。」

73 A

42 26
同和問
題

就職差別を防止するためにも公正採用選考人権啓発
推進員制度の意義について記載して頂きたい。

用語解説に記載します。 36 A

43 26
同和問
題

相談体制の充実に取り組む項を新たに加えて頂きた
い。

御意見を踏まえ、P27に、⑤相談体制の充実として以下
の文章を追加します。
「県民が人権に関する相談がスムーズにできるよう、人
権相談窓口や相談内容に応じた専門相談窓口の周知を、
市町村や関係機関と連携して取り組む。」

37 A

44 26
同和問
題

同和地区土地調査事件を踏まえて作成された「宅地
建物取引業に携わる皆さんへ〜宅地建物人権ガイド
ライン〜」の意義について記載して頂きたい。

P27 本文及び用語解説に記載済みです。 28 B

45 27
同和問
題

②心理的差別の解消に向けた啓発活動の推進につい
て、各種団体、公共施設での啓発活動の推進につい
て記載して頂きたい。

御意見を参考に、あらゆる機会をとらえ、同和問題の正
しい理解と認識が深まるよう啓発活動に努めます。

67 C

46 26
同和問
題

1行目「同和問題は、日本の歴史的過程で形づくら
れた身分制度に由来するもので・・・」の文中を、
「いわれのない身分制度」としてみてはどうか。こ
うした身分が確定的にあったという印象を与えるの
は好ましくない。

同和対策審議会答申を参考に表記しています。 1 D

47 26
同和問
題

県内の全市町村で導入されている「本人通知制度」
について、心理的差別の解消と、不正取得の抑止力
となっている取組について、県の見解を含めて、記
載することについて検討してほしい。

指針については、県の施策を記載するものであるため、
記載しておりません。

1 D

48 26
同和問
題

各種調査結果の分析を行い、必要な施策を記載して
いただきたい。

県の意識調査の結果等を参考に、指針の記載を見直して
おります。

1 B
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49 26
同和問
題

「部落差別解消推進法」と地方公共団体の関係を明
確に記載していただきたい。

現時点では、国が地方公共団体との適切な役割分担を具
体的に示していないため、記載しておりません。

1 D

50 26
同和問
題

全ての「同和問題」→「同和問題（部落差別）」を
追記してはどうか。

執拗な表現を避けるため、表題で表記しております。 1 D

51 27
同和問
題

③インターネット上の人権侵害情報の拡散防止の項
目に、差別行為及び差別助長行為、人権侵害情報拡
散の防止に向けた有効な法規制を講じるよう国に要
望をしていくこととあわせ、差別動画削除に向け、
ネット事業者に対し、より踏み込んだ対策の検討を
記載してほしい。

国において、ネット事業者を含めた検討が進められてい
るため、記載しておりません。

1 D

52 27
同和問
題

インターネット上の差別行為に対してプロバイダへ
の削除要請を行うなど、問題の発生防止に向けた施
策を記載してほしい。
総務省に対し、インターネット関連団体が差別情報
の削除のために自主規制を設けるよう働きかけると
ともに、法務局・市町村との連携強化の具体的方策
を記載してほしい。

インターネット上の問題は国レベルで一元的に取り組む
ことが最も効果的であり、現在、県の要望等を踏まえ、
法改正など様々な検討が行われております。

1 D

53 27
同和問
題

②教育集会所がある市町村では、教育委員会と地元
の小・中学校が協働して集会所学級を運営し、豊か
な心の育成と学力の向上を図ることについて記載し
ていただきたい。

御意見の趣旨を参考にして施策を推進してまいります。 1 C

54 27
同和問
題

「同和地区の所在地情報」の対応、インターネット
関連団体へ差別情報削除に向けての規制強化を働き
かける記載をしていただきたい。

インターネット上の問題は国レベルで一元的に取り組む
ことが最も効果的であり、現在、県の要望等を踏まえ、
法改正など様々な検討が行われております。

1 D

55 27
同和問
題

③インターネット上に書き込まれえた人権侵害情報
の対応について、県としての具体的な削除要請に係
る対応方針等を記載していただきたい。

インターネット上の問題は国レベルで一元的に取り組む
ことが最も効果的であり、現在、県の要望等を踏まえ、
法改正など様々な検討が行われております。

1 D

56 27
同和問
題

インターネット差別書込みのモニタリングによっ
て、差別書込みが発見された場合は埼玉県も削除要
請の申立人となっていただきたい。

人権侵害情報が県に寄せられた場合は法務局と連携して
対応しております。

1 D

57 27
同和問
題

③法務省による依命通知（平成30年12月）や本年9
月27日の東京地裁判決（被差別部落の地名リスト
公開の違法性を認めたもの）等を踏まえ、「同和地
区に関する識別情報の摘示」への対応についても追
記していただきたい。

法務省の依命通知は内部通知であり、また地裁判決につ
いては上級審で裁判が継続中であるため、記載しており
ません。

1 D

58 27
同和問
題

③「人権侵害情報の対応については、法務局と連携
して‥」→「人権侵害情報の対応については、モニ
タリング調査を行うとともに法務局と連携して‥」
と追記してはどうか。

モニタリングについては、国において一元的に取り組む
ことが最も効果的であると考えております。

1 D
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59 27
同和問
題

①人権教育全般について推進することを示してはど
うか。

改定案では人権教育の推進を前提として、そのうえで具
体的な推進方法を記載しています。

1 B

60 27
同和問
題

公正採用選考人権啓発推進員制度について、用語解
説に加えてほしい。

御意見を踏まえ、用語解説に以下を記載します。
「すべての人々の就職の機会均等が保障されるために
は、企業が同和問題をはじめとする人権問題を正しく理
解し本人の適正と能力に基づく公正な採用選考を行う必
要があります。本制度は、一定規模の事業所（常時使用
する従業員の数が８０人以上など）において「公正採用
選考人権啓発推進員」の設置を図り、この推進員に対し
て研修等を行うことにより公正な採用選考システムの確
立等を図ることを目的としています。」

1 A

61 27
同和問
題

相談体制の充実についても記載していただきたい。
あわせて、「人権相談体制の充実」の項目を追加し
て、法務局や地方法務局の人権相談所・人権擁護委
員と連携して取り組んでいくこと等を記載してほし
い。

御意見を踏まえ、P27に⑤相談体制の充実として以下の
文章を追加します。
「県民が人権に関する相談がスムーズにできるよう、人
権相談窓口や相談内容に応じた専門相談窓口の周知を、
市町村や関係機関と連携して取り組む。」

1 A

62 27
同和問
題

インターネット上の問題に関して、市町村支援につ
いて記載してほしい。

啓発や、人権侵害情報への対応については市町村や国と
連携して対応しております。

1 C

63 27
同和問
題

「施策の展開方向」に「⑤ 教職員への研修の充
実」を加えてはいかがでしょうか。

教職員の研修については、7ページ「②人権教育の学習
内容・指導方法の工夫・改善」に記載しています。同和
問題をはじめとする人権に関する研修の実施等により、
教職員の認識を深め、指導力の向上を図ってまいりま
す。

1 B

64 28 外国人

外国人の経済、雇用面の救済といった視点は必要で
はないか。十分な就労機会を得られなかったり、働
いても低賃金だったりするため、生活困難に陥って
いる外国人も多いとみられる。

既に外国人の就業機会を確保するため、関係機関と連携
して就業支援に取り組んでいます。

1 C

65 28 外国人
1行目「少子高齢化が進み、一方で」→「進む一方
で」、「外国人材の活用やグローバル化」を追記し
てはどうか。

御意見を踏まえ、「少子高齢化が進む一方で、外国人材
の活用やグローバル化による」と修正します。

1 A

66 28 外国人
5行目「技能実習制度」の改正を」→「「技能実習
生制度」を改正し」に修正してはどうか。

「技能実習制度」の改正、と、「特定技能」の創設等、
が並列となっているため、修正はしないこととさせてい
ただきます。

1 D

67 28 外国人

【施策の展開方向】4行目
「日本人と外国人住民それぞれが…それぞれの能力
を十分に活用できる」→「発揮できる」に修正して
はどうか。

御意見を踏まえ、「それぞれの能力を十分に発揮できる
環境整備」と修正します。

1 A

68 29 外国人
①「自ら学習するよう啓発」→「学習することがで
きるよう啓発」に修正してはどうか。

御意見を踏まえ、「自ら学習することができるよう」と
修正します。

1 A
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69 29 外国人
②「制度についての情報提供」」→「行政サービス
や各種制度について」を追記してはどうか。

御意見を踏まえ、「行政サービスや各種制度についての
情報提供」と修正します。

1 A

70 30
ＨＩＶ
等

7行目「ハンセン病は…治療法が確立しているな
ど」→「確立していることなど」を追記してはどう
か。

御意見を踏まえ、「ハンセン病は…治療法が確立してい
ることなど、」と修正します。

1 A

71 30
ＨＩＶ
等

7行目「普及啓発を行っていきます」→「行いま
す」に修正してはどうか。

御意見を踏まえ、「普及啓発を行います」と修正しま
す。。

1 A

72 32
犯罪被
害者等

「近隣住民など周辺の人々」→「周囲の人々」に修
正してはどうか。

地域社会での周りの目について表現するため、「近隣住
民など」という表記をしています。

1 D

73 33
犯罪被
害者等

②「犯罪被害者等の経済的負担を軽減するために」
→「犯罪被害者等に対し、」（後段と重複している
ため）に修正してはどうか。

御意見を踏まえ、「犯罪被害者に対し、経済的な助成に
関する…」と修正します。

1 A

74 34
アイヌ
の人々

「アイヌ民族独自の文化が失われてきました」→
「失われつつあります」に修正してはどうか。

御意見を踏まえ、「失われつつあります」と修正しま
す。

1 A

75 35
イン
ター
ネット

「モニタリング」について記載していただきたい。
また、法規制を講じるよう国に要望する旨の記載を
追記していただきたい。

モニタリングについては、国において一元的に取り組む
ことが最も効果的であると考えます。また、国への要望
についてはP27に記載しております。

2 D

76 35
イン
ター
ネット

匿名で自由な発信を行う権利は守られねばならな
い。また、差別を助長する表現も明確な判断基準を
設けられるのか疑義がある。

ネット上の人権侵害問題については、表現の自由に最大
限の配慮をしつつ国において議論されているところであ
るため、御意見として受け止めます。

1 E

77 38
災害時
の人権

10行目「甚大な被害を及ぼしました」→「もたら
しました」に修正してはどうか。

御意見を踏まえ、「甚大な被害をもたらしました。」と
修正します。

1 A

78 38
災害時
の人権

①災害時の人権について「人権啓発冊子への掲載」
ではなく「災害時マニュアル等への掲載」が必要で
はないか。

「災害時マニュアル」は、一般的に災害時の対応等を防
災関係機関向けに定めているものであるため、啓発活動
として記載しておりません。

1 D

79 38
災害時
の人権

②「性犯罪や配偶者間暴力等」→「ＤＶ等」に修正
してはどうか。
ＬＧＢＴＱを含む性的少数者に対する記述も必要で
はないか。

避難所における性犯罪についても重大な問題であり、
「ＤＶ等」の記述であると「性犯罪」が不明確になるた
め、「性犯罪や配偶者間暴力等」という表記をしており
ます。
なお、ＬＧＢＴＱの記述については、p38の７行目にあ
る「女性など」に含まれています。

1 D
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80 39
性的指
向・性
自認

県でもLGBTQが相談しやすい環境を整えるべき。

県ではＬＧＢＴＱの相談窓口を３か所開設し、その相互
間に加え、市町村とも連携を図るため研修会や意見交換
会を開催しているところです。
今後も、当事者が安心して相談できるよう、相談体制の
充実を図ってまいります。

1 C

81 39
性的指
向・性
自認

パートナーシップ宣誓制度が県内自治体で導入され
ていることを踏まえ、県としての行政サービスの検
討（例 県営住宅の入居資格など）の方向性など姿
勢を示す記載をしてほしい。また、県独自の専門相
談窓口の設置について検討してほしい。

市町村のパートナシップ宣誓制度については、今後とも
取組の支援を進めていきます。また、相談体制の充実も
図ってまいります。

1 C

82 39
性的指
向・性
自認

市町村で取り組まれている、いわゆる「パートナー
シップ制度」の導入や推進について方向性を打ち出
していただきたい。

パートナーシップ制度は、婚姻届出制度に代わるものと
捉えており、その事務を担う市町村に検討していただき
たいと考えております。

7 C

83 39
性的指
向・性
自認

パートナーシップ制度・ファミリーシップ制度につ
いて、県の主導により進めていくことを記載してい
ただきたい。

パートナーシップ制度は、婚姻届出制度に代わるものと
捉えており、その事務を担う市町村に検討していただき
たいと考えております。

1 C

84 39
性的指
向・性
自認

LGBTQという言葉について、「LGBTQ＋」と記載
していただきたい。

県では「LGBTQ」で統一して使用しています。 1 D

85 39
性的指
向・性
自認

「ＬＧＢＴＱ」を「ＬＧＢＴＱをはじめとする性的
少数者」と記載してはどうか。

県では「LGBTQ」で統一して使用しています。 1 D

86 39
性的指
向・性
自認

6行目「同性愛等」→「異性愛以外」、「生物学的
な性や法的な性が性自認と異なる」→「戸籍上の性
が自認する性と異なる」に修正してはどうか。

ＬＧＢＴＱについては、「異性愛以外」、「戸籍上の性
が自認する性と異なる」とは言い切れないため修正は行
いません。

1 D

87 39
性的指
向・性
自認

7行目「LGBTQという言葉はこれらの人々を総称す
る」→「これらの」は削除してはどうか。

前段の〜の人を受けています。 1 D

88 39
性的指
向・性
自認

9行目「差別的な言葉や雰囲気に」→「差別的な意
識に」に修正してはどうか。

表出しない意識だけではなく、発せられる言葉や雰囲気
に当事者は苦しみを感じていると考えています。

1 D

89 39
性的指
向・性
自認

21行目「正しい理解促進に取り組むことが必要」
→「正しい認識と理解の促進の取り組むことが必
要」に修正してはどうか。

認識とは、物事をはっきり知り、その意義を正しく理
解、弁別することで、理解とは、内容、意味などを知る
ことです。
県としては、LGBTQについて内容、意味などを知ると
いう意味で理解促進を行ってまいります。

1 D
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90 39
性的指
向・性
自認

22行目「性の多様性の理解を」→「多様性への理
解」を追記してはどうか。

「多様性の理解を進め」が表現の意図と合っているた
め、このような表記をしています。

1 D

91 39
性的指
向・性
自認

「安心して生きていけるような」→「安心して生活
できるような」に修正してはどうか。

御意見を踏まえ、「安心して生活できる環境づくり」と
修正します。

1 A

92 40
性的指
向・性
自認

「施策展開方向④児童生徒の心情等に配慮した対
応」（P.40）で、「児童生徒の心情等に配慮した対
応に努めます」は、可能ならば「児童生徒の心情等
に配慮し対応します」とし、姿勢を明確にしてほし
い。

御意見を踏まえ、「児童生徒の心情等に配慮し対応を進
めます。」と修正します。

1 A

93 40
性的指
向・性
自認

P39 2行目、P40③「性的指向や性自認に関して
生活上の困難な状況に直面する人々」→「生活上の
困難な状況に直面する性的少数者の人々」などに修
正してはどうか。

ここでは、性的少数者に限定しないため、「性的指向や
性自認に関して」という表記をしています。

1 D

94 40
性的指
向・性
自認

3行目「様々な性的指向や性自認を尊重した環境づ
くり」→「性のあり方を尊重した社会づくり」に修
正してはどうか。

御意見を踏まえ、「様々な性のあり方を尊重した社会づ
くり」と修正します。

1 A

95 40
性的指
向・性
自認

③「日頃から児童生徒が相談しやすい環境を整え
る」→「相談しやすい体制を整える」に修正しては
どうか。

組織・制度などの体制を整えることに加え、周囲の理解
増進と本人が相談しやすい雰囲気作りを含めて「環境を
整える」としています。

1 D

96 40
性的指
向・性
自認

⑤「生活できるよう環境づくり」→「生活できる環
境づくり」に修正してはどうか。

御意見を踏まえ、「安心して生活できる環境づくり」と
修正します。

1 A

97 41
様々な
人権

ヤングケアラーについて、「14 様々な人権問
題」にヤングケアラーが記載されているが、埼玉県
で日本初の「ケアラー」支援条例なので、「２ 子
供」の項目の記載を充実してほしい。

ヤングケアラーについては、新しい人権として「１４
様々な人権問題」に整理しています。

3 C

98 41
様々な
人権

「ヤングケアラー」について、子供・若者の課題と
して記述し、方向性を打ち出してほしい。

ヤングケアラーについては、新しい人権として「１４
様々な人権問題」に整理しています。

3 C

99 41
様々な
人権

無国籍（無戸籍）の問題を加えていただきたい。

無国籍（無戸籍）者問題については、重要な問題であり
御意見は参考にさせていただきますが、戸籍事務につい
ては市町村の事務となっているため、県の指針への記載
は行わないこととします。

1 C

10



整理
番号

ペー
ジ

分野 御意見の趣旨 県の考え方 件数
反映
状況

100 41
様々な
人権

無戸籍者問題を取り上げてほしい。
無国籍（無戸籍）者問題については、重要な問題であり
御意見は参考にさせていただきますが、戸籍事務につい
ては市町村の事務となっているため、県の指針への記載
は行わないこととします。

6 C

101 41
様々な
人権

自殺者（自死者）とその家族の人権について取り上
げてほしい。

自殺者（自死者）とその家族の人権については重要な問
題であり、各分野別施策において横断的な人権として施
策の実施段階で御意見は参考にさせていただき、指針へ
の記載は行わないこととします。

1 C

102 41
様々な
人権

（３）「ハラスメントが起こった場合」→「起きた
場合」に修正してはどうか。

御意見を踏まえ、「ハラスメントが起きた場合〜」と修
正します。

1 A

103 41
様々な
人権

（４）「医療的ケアを必要とする子供など、ケアを
受ける状況は様々です。」の「ケアを受ける」は削
除してはどうか。

御意見を踏まえ、「医療的ケアを必要とする子供など、
状況は様々です。」と修正します。

1 A

104 41
様々な
人権

ヤングケアラーについて、「勉強や仕事など」→
「進路など」、「見受けられます」→「ケースもあ
ります」に修正してはどうか。

御意見を踏まえ、一部修正します。「勉強や仕事など」
を「勉強や進路など」と修正します。
「見受けられます」は、実態調査を基にした表記なの
で、そのままとします。

1 A

105 41
様々な
人権

男性の人権を入れるべき。

男性の人権については、重要な問題であり、施策の実施
段階で御意見は参考にさせていただきますが、指針策定
に当たっては、まずは男女共同参画の視点から女性の人
権の記載とし、男性の人権についての記載は行わないこ
ととします。

1 C

106 41
様々な
人権

高次脳機能障害について指針に明記してほしい。

高次脳機能障害については、重要な問題であり御意見は
参考にさせていただきます。第４章「４ 障害者の人
権」に含みます。

1 C
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整理
番号

ペー
ジ

分野 御意見の趣旨 県の考え方 件数
反映
状況

107 43
推進体
制

市町村や郡地域で行う人権施策への財政的・技術的
支援を具体的に記載していただきたい。

４３ページ 第５章 推進体制 ２「国、市町村、民間
団体との連携」 ３段落目に記載しています。

1 B

108 43
推進体
制

様々な人権課題について、柔軟かつ幅広く対応する
には、地域に密着した活動拠点が必要。
その活動拠点として、埼玉県独自の人権教育・啓発
センターの設置について記載していただきたい。

県では、様々な人権課題について、柔軟かつ幅広く対応
するため、法務局や市町村と連携して人権教育・啓発に
取り組んでおります。
御意見については、施策実施にあたり参考にさせていた
だきます。

1 C

109 48
用語解
説

（用語解説）４８「地域包括支援センター」
「地域住民」→「地域の高齢者」に修正してはどう
か。

御意見を踏まえ、「地域の高齢者の心身の健康の保持、
生活の安定、保健・福祉・医療の向上と増進のための援
助や支援を包括的に担う地域の中核機関。運営は、市町
村または市町村から委託された法人が行う。」と修正し
ます。

1 A

110 48
用語解
説

用語解説の「同性愛（ホモセクシュアル）」を「ゲ
イセクシャル」という用語に変えてほしい。

ゲイセクシュアルは一般的な言葉とはなっていないた
め、現行のままとさせていただきます。

1 D

530
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